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研究成果の概要（和文）：アバタを用いた文化間のオンラインコミュニケーションにおいて，ア

バタの見かけや振舞いの文化適応は重要であると考える．本研究では，アバタの表情解釈や振

舞いに文化差があることを検証するために，表情解釈，および表情解釈に用いられる顔部位の

一連の文化間比較実験を実施した．その結果，アバタの表情解釈には欧米諸国と日本において

地域性を伴う文化差があること(2008 年)，また，表情解釈に用いられる顔部位にも文化差があ

ること，すなわち日本人は目を中心に，ハンガリー人は口元を中心に表情解釈を行っているこ

とが示された(2009-2010 年)．また，文化的に適応したアバタの振舞いによってアバタへの親

近感が向上することが示された(2010 年)．これらの研究成果を元に，アバタの表情や振舞いの

文化適応の重要性を指摘し，アバタのノンバーバル行動の文化適応モデルの構築研究へとつな

げていきたい． 
 
研究成果の概要（英文）：This research focuses on the importance of cultural adaptation of 
avatars’ appearance and behaviors. We conducted a series of cross-cultural 
experiments in order to investigate cultural differences in interpreting avatar facial 
expressions. The result of the first experiment (2008) implied there are cultural 
differences of perception of avatar facial expressions between Western countries and 
Japan. The results of the second and third experiments (2009-10) showed the facial 
regions used to interpret avatar faces also have cultural differences. Japanese focused 
on the eyes while Hungarian focused on the mouth. In addition to enculturated facial 
expressions, our experimental results showed enculturated behavior of avatars also 
improves the friendliness and familiarity of the avatar (2010).  
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１．研究開始当初の背景 
コンピュータインタフェースの擬人化に

関する諸研究において，オンラインコミュニ
ケーションツールが文化間コミュニケーシ
ョンの場でも多用されているにもかかわら
ず，アバタの顔や表情の意味は，特に断らな
くても任意の利用者間で普遍的に共有され
るものという暗黙的な前提の下で使用され
ており，アバタの顔や表情デザインの文化的
妥当性の検証はなされていない．アバタとし
て人間の写真が使用されることはまれであ
り，ほとんどはカリカチャーやコミック表現
を使ったアバタデザインが使用されている
ため，グラフィカルなアバタ表現そのものの
文化的妥当性を検証する必要がある． 

当研究では，アバタの見かけ（顔つきや表
情）および振舞いの文化差を検証する．文化
を超えて普遍的に解釈されるアバタデザイ
ンへの提言，文化を超えたコミュニケーショ
ン支援のためのアバタの行動モデル構築の
基礎研究として成果展開することにより，当
研究の全体構想の成果が，CMC 研究分野に
おけるコミュニケーションツールの開発，社
会的エージェントや Believable Character
研究におけるエージェントの見かけのデザ
インに適用されることを期待している． 

 
２．研究の目的 

本研究は，アバタを用いた文化間のオンラ
インコミュニケーションにおいて，アバタの
表情解釈や振舞いに文化差があることを検
証することにより，アバタデザインにおける
文化適応の重要性を指摘し，文化適応のため
のデザイン上の考慮点を提言することを目
的としている． 

 
３．研究の方法 

提案する本研究においては，海外協力機関
と共同実験を実施することにより，以下の研
究課題に取り組んだ．（１）ではアバタの表
情解釈を，（２）ではアバタ表情解釈時に用
いられる顔部位を，（３）ではアバタの振舞
いに関する印象を分析した．  
（１）2008 年度 アバタ表情解釈の文化間比
較：欧米デザイナによるアバタ表情解釈の日
米欧 4カ国間比較実験（2006-7 年度若手(ス
タートアップ)科研費補助金の交付を受けた
研究の続行研究） 
（２）2009-2010 年度 アバタ表情解釈の手が
かりとなる顔部位の文化間比較実験：日本-
欧州間の解釈比較実験 
（３）2010 年度 仮想空間内におけるアバタ
の振舞いとして，身体動作（うなずき・相槌
や，身体操作と呼ばれる意図的でないメッセ
ージ伝達動作など）を中心にアバタに実装し，
インタラクション上の効果を分析 

４．研究成果 
（１）2008 年度 アバタ表情解釈の文化間比
較 
欧米デザイナによるアバタ表情 12 種の解釈
（12種の表情と12種の形容詞を対応づける）
の日米欧 4カ国間比較実験（図１：実験画面）
を行った．その結果，欧米デザイナによるア
バタ表情（図２）の解釈には，欧米諸国と日
本との間に文化差が認められること，すなわ
ち，欧米デザイナによるアバタ表情の解釈一
致度は日本より欧米諸国内の方が高いこと
が分かった．しかし，欧米諸国内で表情解釈
の正確さに文化差はなく，欧米諸国内のイン
グループアドバンテージが認められた．従っ
て，欧米人デザインのアバタ表情は，日本人
によって正しく解釈される度合が欧米人に
よる解釈より低い傾向になることが示され
た． 
雑誌論文(英語)2 篇，学会論文 1篇を成果

として発表した． 

図１：欧米デザイナによるアバタ表情解釈実
験画面 

 
図２：アバタ表情解釈の文化間比較実験で用
いられた，欧米デザイナによる Angry 表情の
デザイン（右から，フランス，イギリス，ア
メリカ，ドイツ） 
 
（２）2009-2010 年度 アバタ表情解釈の手が
かりとなる顔部位の文化間比較実験 
2008 年度の実験結果で認められたアバタ

表情解釈の文化差が生じる理由解明の一つ
として，アバタの表情解釈の判断の手がかり
として用いられる顔部位（目元，口元）の文
化差を検証するために，日本と欧州間で Web
実験を実施した．図３に示すとおり，日本人
がデザインした表情（2009 年度）および欧州
人がデザインした表情（2010 年度）を用い，
楽しい，悲しい，平静の 3種の表情の目元と



口元を組み合わせた表情の「見かけの幸福
度」を比較する実験である．日欧間の実験の
結果，「日本人は目元を，欧州人は口元の形
を手がかりに表情解釈する」という仮説が検
証された（図４）． 

雑誌論文(英語)1 篇，学会発表 9 篇（うち
英語 7編）を成果として発表した．  

 

      
図３：表情解釈に用いられる顔部位の文化差
比較実験に用いられたアバタ表情の例（上
段：日本人デザイン，下段：欧州人デザイン） 

 

図４：日欧間で表情解釈に用いられる顔部位
の比較 
 
（３）2010 年度 仮想空間内におけるアバタ
の振舞いとして，うなずきおよび身体操作
（意図的でないメッセージ伝達動作など）を
アバタに実装した．2010 年度は日本人にとっ
て妥当なアバタの振舞いに注力し，今後の文
化適応したアバタの振舞いのインタクショ
ン評価実験への足がかりとした．具体的には，
日本人にとって見かけの傾聴感の高いアバ
タのうなずきの角度，頻度，速度を調整法を
用いて測定し，任意のタイミングおよび無音
区間でうなずくアバタ動作として実装した
（図５）．また，髪触り，顔触りなど日本人
が対話中に行う身体操作の種類と頻度を調
査し，任意のタイミングで身体操作を行える
アバタを実装した（図６）．日本人によるア
バタとのインタラクションの継続的評価実
験により，アバタの身体操作がインタラクシ
ョンの持続性と親近感を向上させる効果が
あることが示された． 

学会論文 4篇を成果として発表した． 

 

図５：見かけの傾聴度の高いうなずき頻度，
角度，回数を実装したアバタ 

 

図６：身体操作を実装したアバタ 
 
2011 年度以降も，アバタ表情解釈に使用す

る顔部位の文化差の多国間実験や，アバタの
うなずきの頻度やタイミング，身体操作等の
文化差によるインタラクション評価を通じ
て，アバタの表情や振舞い等のノンバーバル
行動の文化適応に関する研究を続行する予
定である． また，本研究のさらなる発展に
向けて，アバタやエージェントの文化適応に
関する学会のプログラム委員（2010/2 第 一
回  文 化 と コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 国
際 会 議 ， 2 0 1 0 / 2  I n t e r n a t i o n a l  
Wo r k s h o p  o n  A g e n t s  i n  C u l t u r a l  
C o n t e x t ,  2 0 11 / 0 9  Wo r k s h o p  o n  
C u l t u r a l l y  M o t i v a t e d  C u l t u r a l  
C h a r a c t e r s）を 通 し て 貢 献 し て い く
予 定 で あ る ．  
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